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４．議事 

（１）挨拶 

日本大学 理工学部 土木工学科 特任教授 岸井 隆幸 

（２）審議 

・「事業計画（案）」考え方」について、今後、各関係者と調整し、とりまとめ

後、公表することを確認。 



＜委員からの主な意見＞ 

・次世代型交通ターミナルの運営を民間事業者が担うことを考えれば、アメニ

ティ等の必要サービス機能についても計画の中に盛り込むべき。 

・次世代のモビリティネットワークの運用にあたっては、次世代型交通ターミ

ナルを運営する民間事業者、各施設の管理者、道路管理者等、様々な関係者

が介在することから、今後の計画の具体化に合わせ、運用・制度面での考え

方も一体で検討を進めるべき。 

・賑わい広場の整備を民間が担っていくためには、デッキ直下の道路交通の安

全確保とデッキ構造物の保全を両立させる必要があるため、道路管理者と民

間事業者の協力のあり方について引き続き検討を行っていくべき。 

・複合ターミナル計画の具体化は、西口地区（４丁目地区）における街づくり

計画と一体で進められることとなるため、国道上空利用計画の進捗に合わせ、

再開発事業者と十分な調整を図っていくべき。 

・国道上空利用計画は、「次世代型交通ターミナル」「センターコア」「賑わい

広場」の３つの機能について、官民が役割を分担し、整備することとなるた

め、これらをトータルでデザインする考え方についても今後、整理していく

べき。 

・国道上空利用の推進、次世代モビリティネットワークの形成は、まちづくり

と一体で進めることから、各再開発事業との検討・調整を今後も引き続き実

施していくべき。 

・加えて、国道１５号の事業実施段階においては、デッキ工事、連立事業、再

開発事業等との工事調整が極めて重要であり、工事計画に係る検討・調整も

行っていくべき。 

・本計画と地下鉄延伸計画は、コスト、機能連携、工事調整の観点から重要で

あるため、今後も計画の調整を進めるべき。 


